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要冒

ヴェルデユラン夫人は確かな趣味の持ち主で、室内装飾に関しては18世紀の貴族趣味が観察きれる。また、

閉鎖的な芸術サロンを形成しており、そこでは芸術への信仰が要求されるがこれは見せかけに過ぎない。ルネ・

ジラールによれば、夫人骨真に動機づけるのは芸術への愛では告し社交界に君臨するゲルマント公爵夫人への

「憎しみ」であり、社交界での台頭を密かに企てている。その武器となるのは音楽のメセナとしての活動だが、

音楽における趣味は前衛的である。フランスでは受容の遅れたワ}グナ}に注目し、生前は評価の定まってい告

かった架空の音楽家ヴアントゥイユの作品が世に認められるのを助ける。また、パレェ・ 1)ュスの後援者でもあ

り、その音楽がスキヤングルを巻き起こすストヲヴインスキ}ら最新のロシアの音楽家を擁護する。このような

活動が夫人を「“新舗音楽」の女神に押しあげるのである。大戦が始まるとワ}グナ}を始めとする敵国の芸術

は嫌悪されるようになる。夫人はかつてはFレフュス派だったが、大戦が始まるとナショナワストの牙城を築き

パ1)の社交界に君臨する。戦後には、寡婦となり破産したゲルマント大公と再婚しゲルマント大公夫人となって、

名実共に社交界の女王となる。ヴエルヂュラン夫人ふいずれは代々のゲルマント大公夫人のように忘却される

だろうが、大袈裟に拍手喝采する姿に今のところは怪物的メセナとしての痕跡をとどめているのである。
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ヴェJレデュラン夫人のサロンでは、常連たちのおしゃ

べりとともに必ず音楽が聞こえてくる。『スワンの恋』

など「音楽小説」と呼ぴたいくらいだ。しかも、『ヴァ

ントゥイユの七重奏曲』とともに『失われた時を求め

て』において重要な機能を持つ『ヴアントゥイユのソナ

タ』が初めて小説に登場するのは、夫人のサロンにおい

てである。また、スワンがオデットの愛を失ったと認識

するのはサン=トゥーヴェルト夫人邸で同じ「ソナタ』

を聴きながらであり、シャJレワュス追放の舞台はヴェル

デユラン夫妻が催した『七重奏胸』のお披露目コンサー

トである。ヴァントゥイユの音楽は、両者の悲劇がクラ

イマック兄に達すると鳴り響くのである。ラ・ラスプ1)

エーJレでは、モレJレがシャルリュスの伴奏によって

7オ」レの『ソナタjを演奏する。『見出された時Iに

おいては、戦後ゲルマント大公夫人となったl日ヴェJレ

デユラン夫人が闘いたパーティーで、ベートーベンの

『クロイツェル・ソナタ』が奏でられる九では、なぜ

ヴェJレデュラン夫人のサロンがもっとも音楽的なサロン

として捕かれるのだろうか? これがこの論考の問いで

ある。

文化学園大学窓敏鰻フランス涯現代文学

ここで一つの映画に注目したい。回世間THORRETON

(ピエ-}レ・トレトン)が監督した『良府SaintLaurent 

Pierre Berge， L :4mour fou (邦題イヴ・サンロ」

ラン)J 2)である。これは、イヴ・サン・ローランとピ

エ-Jレ・ベルジェの美術品コレクシヨンが売却される過

程を追ったドキュメンタリー映画だ。この映画では、ド

ーヴイ Jレの南に接する村ベネJレヴイ Jレに二人が所有して

いた別荘「シャトー・ガプリエル」も紹介されている。

これは、ガストン・ガリマーJレの一族がかつて所有して

いた邸で矢プル」ストは 1908年にここを訪問してい

る九このような邸の由来に加え、サン・ロ}ランがプ

Jレーストの愛読者だったこともあり、この邸の寝室それ

ぞれには、『失われた時を求めてJの登場人物の名前が

与えられ、登場人物の個性に沿った室内装飾が施されて

いる九室内装飾を担当したジヤツク・グランジユは、

「ヴェルデユラン夫人」という名の寝室にはあえて「悪

趣味な」設えを施したと諮っているペたしかにヴェル

デュラン夫人は、けっして好感の持てる人物ではない。

むしろ、多くの読者に嫌悪感を催させる人物だろう。だ

からといって、「悪趣味」という言葉で一括りにできる
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わけではない。とりわけ芸術的趣味に関しては。

ヴェJレデユラン夫人のように「小さなグル」プJを形

成しその調和を乱す者を残酷に排除する人物は、現実社

会においてはけっして珍しくない。夫人の凄みは「小さ

なグループJには無縁の社交界の人々を「やりきれない

人たち」と呼ぴ無関心を装っているがじつは野心家、社

交界に打って出ょうとその機会を虎視院々と狙っている

ことだ。裕福な女性である夫人の戦略はメセナとして抜

きん出ることと、金銭に基づく不釣り合いな再婚であ

る。芸術活動(とりわけ音楽)の支援者として頭角を現

すことで社会進出を企て、最終的にはゲルマント大公夫

人として貴族社会に君臨し社交上の野心を達成する。

上昇志向のプルジョワ女性ヴェルデュラン夫人につい

てはこれまでにも研究がなされてきた。だが、いみじく

も小説の話者が述べているように、ヴェJレデユラン夫人

の芸術への愛は真剣なものであり 7)、単なる社交の道具

にはとどまらない。夫人の音楽愛好家としての側面を考

察しながら、この怪物的人物の多面性を明らかにするこ

とが必要だと恩われる九そこで、この論考ではまず、

筆者が過去に検討したヴェルデユラン夫人の室内装飾に

おける趣味をざっと要約しへ夫人はけっして悪趣味の

持ち主ではないことを確認したい。つづいて、ルネ・ジ

ラーJレの著作叫に基づきヴェルデユラン夫人の怪物性

について考察したあと、夫人と音楽との関係について検

討したい。

ヴエルデュラン家の室肉装飾

Iスワンの~J においては、ヴェ Jレデユラン夫人のサ

ロンは「美しいアンティークの家具11)Jと、それとは必

ずしも調和しない、サロンの常連からの贈物で埋まって

いる。「美しいアンティークの家具Jとは、正確にはロ

ココ様式であると想。像される。なぜなら、背もたれにプ

ロンズのロココ様式を思わせる彫刻が施されたソファと

肘掛け椅子十脚セット叫にはポ}ヴェ織が張ってあり、

そのモチ-7はラ・フォンテ」ヌの寓話で、これは、

ポーヴェ織工房のディレクター、ジャン=パテイスト・

ウ]ドゥリ}が、 1830年から 1850年頃にロココ様式の

影響を受けて考案したものだからである回。つまり、

18世紀の貴族趣味と言ってよい。しかも「緑青」が出

ているのだから複製ではない。ナタリー・モーリヤッ

ク・ダイヤーによれば、この椅子一式の描写は、エドモ

ン・ド・ゴンクールによる『芸術家の家Jのパスティッ

シュだという 14)。
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このゴンク-)レのパスティッシュを成すテキストに対

応するのが『見出された時』のなかの irゴンク」ルの
日記』のパスティッシュJである(己の「擬『日記jJ

にスワンがな場することに鑑みると、これは [Aワンの

恋』と同時代であると考えられる)。このテキストには

家具の描写は見られないが、食器類が詳細に捕かれてい

る。これらは、野の花々が描かれたロココ様式のセーヴ

Jレ焼き、デユ・パリ}夫人の銀器一式である 15)。つま

り、食器類にもロココ趣味が見られるのである。また、

18世紀フランス絵画への暗示も見られる。これは、ア

ンシャン・レジ」ムに憧れる 19世紀のプルジョワジ}

に共通した趣味である 16)0 18世紀趣味は、『ソドムとゴ

モラ E、 IIJ の、ヴェルデユラン夫妻がノルマン

デイーに借りた別荘に関するテキストからも伺える。夫

妻は擦り切れたジュイィ更紗を他のアンティークの家具

調度品とともに、パリの邸から運び込んでいるのだ 17)。

そのうえ、これらは話者が想像するような時代が下って

からの複製品 18)ではなく、シヤjレリュスも賞賛する 19)

本物なのである。ヴェJレデュラン夫人は、いわば真正で

保守的な貴族趣味の持ち主であり、それが、カンプル

メーJレ侯爵夫妻の逆説的にもブルジョワ的な趣味と制、

夫人のほうの、付け焼き刃で、スノピ兄ムから流行に追

従するだけの前衛的趣味に対比されている 200話者は次

のように結論ゆ考ける。

「ヴェルデュラン夫人は彼女が所有している相当の

量の古美術品をすでにはこびこんでいたからであ

る。そういう考え方からすれば、カンプJレメ-)レ家

の人たちの日にはすべてをぶちこわしていると見え

ても、革命的ではなくて、理知的な保守派なので

あった、理知的な保守派などという意味は、カンプ

JレメーJレ家の人たちには通じなかったのだが。胡」

追放者ヴ::rJL-デュラン夫人一一一ルネ・ジラールによるパ

トロンヌ(laP畠tronne)

ヴェJレデュラン夫人という登場人物が体現するものに

ついては、昨年亡くなったルネ・ジラ]ルによる分析が

よく知られるのではないか? 筆者には、ヴェルデユラ

ン夫人の怪物性とその普通性をジラーJレ以上に的確にま

とめた者はいないように思われる。これは [M.抑制昭e

romantiq脚 etverz'te 70明 anesq脚(邦題:欲望の現象学

ロマンティークの虚偽とロマネスタの真実)jの第九章
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である。この著作の出発点は、「欲望の三角形」という

概念である。これは、「欲望する主体」と「欲望される

対象」のあいだには「媒介するものJがあり、「欲望す

る主体Jは「媒介するもの」の「欲望の模倣」を行って

いる、という理論である叫。ジラーJレは、セJレヴアンテ

ス、スタンダーJレ、 7口}ベール、ドストエフスキー、

そしてブルーストの小説作品の分析を通してこの「欲望

の三角形」をあぶり出し、それがいかにして人聞にとっ

て根源的な暴力に結びつき、供儀を要求することになる

かを示す。なぜなら、生け賛を捧げることは暴力の「模

倣」なのだから(こうして人聞社会は破滅的な暴力を回

避するのである)。したがって、ブルーストの登場人物

のなかでもジラーJレが注目するのは必然的に、スワンと

シヤJレリユスを追放するヴェJレデAラン夫人およびその

サロンである。

まず、ジラーJレがどのように『スワンの恋Jを分析

し、「欲望の三角形」を見出しているかを簡潔に説明し

たい。「媒介するもの」には厳密に言って二種類ある。

「外的媒介Jと「内的媒介Jである。「欲望する主体」と
「外的媒介Jのあいだには距離があるために両者に敵対
関係は生じない(たとえば小説の主人公の欲望を模倣す

ることはできるが、「欲望の対象」を巡って小説の主人

公と競うことはできない)。ところが、「内的媒介」は

「欲望する主体」と距離が近い位置に存在する。そのた

めに、両者は同ーのものを欲望する結果となり敵対関係

に陥る。このような関係性こそが、ヴェルデユラン夫人

のサロン Ci欲望する主体J)とゲルマント公爵夫人のサ

ロン Ci内的媒介J)のあいだに見曲されるとジラ-}レは

考える。つまり、メセナであるヴェJレデュラン夫人のサ

ロンは、「芸術酎Jが具現する「至高の神性」への「崇

拝」を中心に形成され、それが「外的媒介Jの役割を巣

たしているように見えるが、この構図は外見に過ぎな

い。スワンやシャルリュエえを追放することになる要因

は、ゲルマント公爵夫人のサロンという「内的媒介」な

のである。

ジラーJレは、『コンプレー IIJで描かれる、幼年期

を代表する「コンプレ-Jという「閉じられた世界」を

「愛国者的制」と見なす。なぜならコンプレーが、中世

から連綿と続くキリスト教に根ざす伝統的な社会として

描かれているからだ(あくまでも時代の想像力にした

がって理想化された中世だが)。それは、プJレーストが

中世の社会に関するAテレオタイプにある秤度基づいて

コンプレ}の社会を描いているからだと言ってもよいだ

ろう冊。ジラ-}レはこれに「社交界の世界Jを対比する

が、とりわけヴェルデュラン夫人のサロンに着目する。

これは閉鎖的である点においてはコンブレ}に似ている

のだが、その排他位はコンプレーにおけるよりもずっと

暴力的だ。ヴェJレデュラン夫人のサロンでは、コンプ

レーにおいては「愛国者的儀式」だったものが、「異端

審問裁判・魔女狩り剖」に至る。ジラーJレによると、こ

の「異端審問裁判」を要請する信仰は、外見上は芸術へ

の崇拝のようであるが、それは誤りである。スワンが

ヴェJレデュラン夫人のサロンから「追放Jされるのは、

夫人にとっての「媒介するもの(内的媒介)Jであるゲ

ルマント家のグル}プに属するからだ。ヴェルデユラン

夫人は、ゲルマント家とその公爵夫人が君臨する

i7ォーブール・サン=ジェルマン(パリの社交界の頂

点)Jに対しては無関心を装っているが、実際は、これ

こそが「欲望される対象」なのである。ここからジラー

ルは、公爵夫人を動かす感情は芸術への「愛」ではなく

ゲルマント家への「憎しみ酎」であると結静ゴける。

だとすると、ゲルマント公爵夫人の従兄弟にして義理

の弟であるシャルリユスを、ヴェルデュラン夫人が追放

するのは当然なのだ。スワンの追放がより「野蛮Jに反
復されたと言ってよい(なぜ、より「野蛮」なのかとい

うと、シヤJレリコースとゲJレマント公爵夫人の距離はスワ

ンと夫人との距離よりもさらに近いからだ副)。ジラ」

Jレは、ヴェJレデユラン夫人とシヤJレリユスの関係につい

ては、第一次世界大戦中のシャルリュスの敗北主義と

ヴェJレデュラン夫人の排外主義を対比する。なぜ夫人が

排外主義に陥るかといえば、「愛Jによって動機づけら

れるグループは「愛国的」だが、「憎しみJによる場合

は「排外的」になるからである。これは後に検討したい。

音奈の庇護者としてのヴヱルデュラン夫人

したがって、ジヲールによれば、ヴェルデュラン夫人

の真の「欲望される対象」は社交界であり、真の「欲望

を媒介するものJCここでは内的媒介)はゲルマント公

爵夫人である。このメカニズムによってヴェルデユラン

夫人のサロンは動かされている。芸術への崇拝は見せか

けにすぎない。だからといって、ヴェJレデュラン夫人の

音楽愛好家としての貢献を否定することはできない。し

かも、「外的媒介」である「芸術への崇拝Jが「内的媒

介」に対する闘争の武器になっていることに、ジラーJレ

は関心がないように思われる。

ヴェJレデュラン夫人のサロンの中心に音楽があること
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は「スワンの恋』の冒頭ですでに示されている。

「ヴェJレデユンラ家の『小さな核J、『小さなグルー

プ』、『小さな党』に所属するには、一つの条件で十

分であった、しかしそれは必要条件であった、つま

りあるクレドを暗黙のうちに支持しなくてはならな

かったのであって、その項目の一つは、その年ヴェ

Jレデユラン夫人に庇護されていて、 Iワ}グナ}を

あんなに弾きこなすのはそう簡単にできることでは

ありませんよ Ijと夫人がいっていた若いピアニス

トは、プランテもJレーピンシュタインもそろって

fうち負かした』ということであり[後略Jo3l)J 

この冒頭におかれた一文によって、外見上の「欲望の対

象」が「音楽」であり、ヴェルデユラン夫人のサロン

の、「異端審問裁判」が要求されるほどの閉鎖性が予告

されているのだが、それと同時に、ヴェルデュラン夫人

は音楽家を庇護する立場にあり、おそらくはワグネリア

ンであることも理解される。実際、ピアニストは『ワJレ

キューレ』ゃ『トリスタンjの一部を演奏する掛。ま

た、ベ}トーベンも好んでいる 33)。しかも、身体を用い

た大袈裟な感情表現を好む夫人は、その鋭い音楽的感性

を示すために発作を起こす。だからピアニストが演奏を

開始する前には必ず抵抗し、それがこの「小さなグルー

プ」の余興になっている制。だが話者は言う。

「おそらく彼女は、病気になる、と何度もいってい

たために、それがうそであることを忘れて、なんだ

か病人らしい気持ちになってしまうことがあっただ

ろう。箔，)J 

つまり、優れた音楽がもたらす病気は仮病であり、社交

の場におけるお決まりのゲームに過ぎない。

では、音楽に関する知識についてはどうだろうか?

『ヴアントゥイユのソナタ』を夫人のサロンで聞いたス

ワンが、ヴァントゥイユの作品とその伝記的背景に関す

る詳細を尋ねても、ヴェルデユラン夫人ばかりか後のエ

JレスチーJレである画家のピッシュまでも、はぐらかすば

かりで何も答えられない。「なぜなら、彼らにはそんな

関いに答える能力がないお)Jからだ。コターJレ夫妻の反

応に至っては、次のようなものである。

医師もコタ-Jレ夫人も、庶民階級出のある人々に見

制 l加問問問醐大時間開

られるム種の分別をそなえていて、ある音楽につい

て意見を述べたり、賞賛するふりをしたりすること

を控えていたが、いったん家に帰ると、彼らはその

音楽が「ムッシュー-ピ‘ノシュ』の絵と同様にわか

らないことをたがいに白状しあうのであった。独創

的な芸術家は芸術における紋切り型をすてきること

からはじめるのに、大衆はゆっくりと自分たちに同

化したある芸術の紋切り型の作品のなかからくみ

とったものにしか、自然の魅力や風情や形態を認め

ようとはしない。だから、そうした点で大衆の像に

一致するコタール夫妻は、ヴァントゥイユのソナタ

からも、画家の肖像画からも、彼ら芸術家にとっ

て、音楽のハーモニーとなり、絵画の美となるもの

を見出すことができなかった。彼ら夫妻にとって

は、ピアニストがソナタを弾くときは、自分たちに

なじみの形態とはまったく無関係な音符をでたらめ

にピアノが鍵盤にひっかけているように思えた[後

略]。回」

ヴェルデュラン夫人は芸術家を庇護し、サロンのメン

パーもそれに倣うが、だからといって真に独創的な芸術

を理解しているわけではないのである。といっても画家

のピッシュは、スノップな社交人として、はぐらかす衡

を心得ているだけで、『ソナタjについて的確な指摘を

することもできる。ピッシュによれば、ヴァントゥイユ

は実生活においては精神の錯乱の徴候を見せつつあると

噂されているが、それが ifソナタjのある箇所から感

じとれると保証するJのである謝。

いずれにしても、「ヴアントゥイユのソナタの最近の

出現はきわめて進んだ傾向をもったある流派に大きな印

象をあたえた」ばかりであり「一般大衆には全然知られ

ていないお，)Jのだが、それをヴエJレデユラン夫妻が「発

見し胡」サロンで演奏させているのだから、夫妻が最新

の音楽の事情に通じているのは間違いない。それが、

『囚われの女jにおける、ヴァントゥイユが遣した事j読

不能な「七重奏曲』の譜面を、娘の向性の恋人が腰罪の

祈りを込めて何年もかけて解読し、それを夫妻がサロン

で演奏させるというクライマックスに物語を導く叫。夫

人のメセナとしての能力はけっして無視できないのであ

る。

また、さきほど『スワンの恋』の冒頭で、ヴェルデユ

ヲン夫人がワグネリアンであることが示唆されていると

述べた。実際『スワンの恋』では、夫妻はサロンの常連



とともにワ}グナ}の定期音楽祭のためにパイロイトへ

赴く岨。プレイヤ」ド版の注によれば、ワ」グナ」の人

気がフランスで本格的になるのは1874年頃からである。

注釈者はつづけて、夫妻は若い世代と音楽の趣味を共有

していると結論づけている却。また、 rDiction即 ire
Marl叩 IP抑制t(ブルースト事典)jによれば、 1861年の

『タンホイザーj(1845年作曲)のパリ初公演はジョッ

キ}・クラブのメンパ}による妨害にあって失敗に終わ

ってしまう叫。その結果、 1筋4年以降にはワーグナー

の作品の~---部が試みに演奏されることはあったのだが、

フランスの聴衆に浸透するには至らなかった。 Edouard

Dujardin (エドゥアール・デュジヤJレダン)による雑誌

rLa Revue Wagne捌 nne(ワグネリアン誌)jの創刊は

1885年である却。 Jean-JacquesNATTIEZ (ジャン=

ジャック・ナテイエ)によれば、ワグネリλムがフラン

スで高まるのは19世紀末のことだ冊。 1897年にAl険性

LAVIGNAC (アルベ-Jレ ラヴイニャッタ)が発表し

た fLeVoyage a吋日句制 àBのけ~uth (パイロイトへの

芸術の旅)jは大ベストラ}となった 47)。したがって、

『スワンの恋』の舞台を(グレヴィ大統領に言及されて

いることに鑑みて岨)第三共和制初期のl鎚0年代に位

置づけることができるとすると、やはり、ヴェルデュラ

ン夫妻の趣味が「きわめて進んで」いるのは間違いな

い。このような先端的な音楽への感性は、のちに夫人が

社交界で台頭するのを助けるのである。

ヴエルデュラン夫人と f“新'音策j

次の『ソドムとゴモラ E、nJの一節を読んでみよ

う。場面はパルベツクのローカル列車のなか。ヴェJレ

デュラン夫妻に招待された話者は、夫妻のサロンの常連

たちが、パリの社交人のようにスモーキングを身に着け

ているのに気がつきうんざりする。

「わたしはすっかり忘れていたのだ、ヴェルデュラ

ン家詩吟吐交界に向かつておずおずと進化の一歩をふ

みだしているのを、それはドレフユス事件によって

鈍り、“新"音楽(lamusique << nouvel1e >>)によっ

て早められた進化であった[後略]， [前略]社交界

はさらに、ヴュルデュラン家の連中を、上流社会か

らは誰もそこへは行かないが、そのことになんの痛

葎も感じない連中、とそんなふうに考えるまでに

なっていたo ヴェJレデュランのサロンは、音楽の神

殿として通っていた。ヴァントゥイユが霊感、鼓舞

を見出したのはそこだ、とのうわさが繕実性をもっ

てったえられていた。ところで、ヴァントゥイユの

ソナタは、まだ全然理解されないままであり、ほと

んど知られないままであったにしても、彼の名は、

現代で最大の音楽家の名として人々の口にのぼり、

並外れた威信を人々の上におよほしていた。最後

に、フォープールの一部の若い貴族たちが、プル

ジョワの連中と同じように教養を深めなくてはいけ

ないことに気づき、そのなかの三人が音楽を勉強し

たのであったが、彼らのあいだでは、ヴァントゥイ

ユのソナタがべらぼうな人気を博していた。[中

略]。また、息子の研究に関心をもったその母親た

ちは、演奏会で、一種の尊敬をこめてヴェルデュラ

ン夫人を見つめるのだ。そのヴェJレデユラン夫人

は、二階の彼女のボックス席で、スコアを追ってい

るのだった。制」

このテキストは、ヴェJレデユラン夫人が「“新"音楽」

の擁護者として、社交界の人々からも日置かれるよう

になりつつあった経緯を説明しているが、「“新"音楽J
とはどのような潮流を意味しているのだろうかフ

ヴアントゥイユの名が明確に引用きれているのだから、

「“新"音楽」がまずはヴァントゥイユの音楽を指してい

るのは異論の余地がないだろう。したがって、ヴァン

トゥイユの音楽のモデルについて考察する必要がある。

ナテイエが指摘しているように闘、ヴアントゥイユの

『ソナタjと『七重奏曲jを巡っては、曲の描写を厳密

に分析し、複数の作曲家の作品から着想されていること

を示した研究が少なからず存在するが叫、一般的には、

7ランクの『ピアノとヴァイオリンのためのソナタJと

『管弦四重奏曲』や、ベートーベンの後期『弦楽四重奏曲』

がモデルであると考えられてきた。『ブルースト事典』

によれば、プル-7，トは当初ブランクに興味を示してい

なかった。ところが1913年4月19日にフランクの『ピ

アノとヴァイオリンのためのソナタ』を聴いて感激し、

7ランクが「大胆な和音を用いる熱烈な革新者である」

ことを理解した。そして、これをきっかけに、『スワン

家のほうへ』におけるヴァントゥイユの人柄とその『ソ

ナタ』の描写を変更したという。 7ランクとヴアントゥ

イユでは、控えめな性格のオルガン奏者であり、死後に

なってからその評価が擁立したという人物像も共通して

いるお)。したがって、引用したテキストの「“新"音楽」

という表現が、 7ランクの「大胆な和音を用いる」作品

文岬日加問醐大輔師向 l蝿



群を念頭に脅かれたのは間違いないだろう。

ワ」グナ」はどうか? 少なくとも『スワンの恋』の

時代のフランスでは一般聴衆には未知の音楽で、 19世

紀末になるまでワグネリスムの高揚は見られなかったの

だから、一般聴衆から見たら「“新"音楽」と言えるだ

ろう。しかも、『囚われの女1のなかで話者は、『ヴァイ

ントゥイユのソナタ』をピアノで弾きながら『トリスタ

ン』との類似に気がついて微笑み、楽譜を広げて確認す

るのである時。さらに、九十ページほど先の、『ヴアン

トゥイユの七重奏曲』が演奏されるコンサ]トを描くテ

キストでは次のように書かれている。

「ヴェルデュヲン夫人は、みんなとはべつの席につ

いたが、[中略]厳かな音楽の祭典を司る神であり、

ワグネリスムと偏頭痛の女神であり[後略]。剖」

この一節はさきほど引用した、「“新"音楽」という表現

が見られるテキストの、「音楽の神殿(匝mplede la 

国国ique)Jに対応しているのではないだろうかつ

ヴェJレデュラン夫人が音楽の女神として崇められるよう

になるには、そのワグネリスムも十分に貢献しているの

だ。

スノピスムから前衛玄街に傾倒するカンプルメール夫

人が熱中するドピュッシーはどうだろうか? ブルース

ト自身は一貫してドビュッシーを評価していたわけでは

ないようだ。たとえば、 1919年に7ランスの若い音楽

家を擁護する害 fLeCoq et l'arlequin (雄鶏と71レJレカ

ン)j耐を出版したコクト]はドピユツシ]を批判してい

るが、それにブルーストはある程度まで賛同している開。

いっぽうでコクトーは、 1924年に発表した|司書の補遣

のなかで、ストラヴインスキーが出現した当時 (1910

年)のパリでは印象派の背楽が人気を博していたことを

証言しているのだから冊、印象派音楽も含まれるのかも

しれない。また、ジョ}ジ・ D'ベインタ}のように、

『七重奏曲』の描写にはドピュッシ」の『苦手』の第一楽

章との類似が見られることを指摘する者もいる5iJ)。ナ

ティエの場合は、『ソナタjの描写もまたドピユツシ]

の作品を思わせると言う瑚。そして何よりも次の一文

からは、ヴェJレデュラン夫人がドピュッシーに心酔して

いることが伺われるのである。

i[夫人は]コカイン常用のためにそうなるよりも以

上にドピュッシ}におぼれたためにできた隈取のあ

t曲 l加問問問醐大時間開

る美しい目に、音楽への陶酔だけが彼女にあたえた

犠惇の気配を漂わせながら、それでも、多くの凶重

奏と偏頭痛の頻発とで出つぽつてしまったそのみご

とな額の下に、かならずしもポリ 7ォニックではな

い思考をあれこれと巡らす[後略]。醐」

“新聞音楽とバレエ・リュス

ところが、数ペ}ジ先には次のように書かれている。

「ところで、観客というものの好みが、ベJレゴット

流の理性的でブランス的な芸術からそれてゆき、

もっぱらエキゾチックな音楽に傾倒するようになっ

て以来、ヴェルデュラン夫人は、あらゆる外国芸術

家たちのパリにおける正式連絡員とでもいった存在

になり、やがては、盛惑的なユーJレベルテイエフ大

公夫人とならんで、パレエ・リュスのダンサーたち

にとっての老仙女キャラボス、いや全能的な権力を

もった老イI11女の役割を果たそうとしていた。 61)J 

ここで理解されるのは、「エキゾチックな音楽Jの人気

のおかげで、ヴェJレデユラン夫人がメセナとして頭角を

現しつつあることである。では「エキゾチックな音楽」

とは何を意味しているのだろうか? ドピュッシーの音

楽もジャポニλムの音楽と言われるほどなのだから、

「エキゾチック」ではあるが、ドピュッシ}は「外国の

芸術家」ではない。したがって、ドピュッシ」は除かれ

るだろう。むしろ、引用箇所から数行先でパレエ・リユ

スの作曲家としてその名が登場するロシア人のストラ

ヴインスキーや、 1914年のパレエ・リュスの演目で、

別の筒所で言及される『ヨゼ7伝説』を作曲したドイツ

人のリヒヤJレト・シュトラウ見回、あるいはその作品名

のみが引用される口シア人作曲家コルサコフやポロデイ

ンだろう冊。

じつは、この「囚われの女』におけるテキストに類似

するテキストが、『ソドムとゴモラ E、Ijに見出さ

れる。ここで話者は、社交界もまた、芸術や政治思想に

おける運動への大衆の好みの変遷と同様に「歴史的とも

いうべき運動叫」のなかにあることを簡潔に説明する。

つまり、時代の変遜とともに大衆の好みが変わるよう

に、主流派であるサロンや、社交界に君臨する女性も変

化するのである。そのなかで、ヴェルデA ラン夫人がロ

シア音楽とパレエ・リュスの流行とともに頭角を現して

いったことに言及する。



「パレエ・リュスの驚異的な開花とともに、続々と、

パクストや、ニジンスキ-'¥>、プノワや、ストラ

ヴィンスキーの天才を世間に紹介した女性、これら

のすぐれた新人たち全部の蓑い後見役であったユー

jレベルティエフ大公夫人が[中略]あらわれたとき

には、この不思議な人物が、ロシアの舞踊家たちに

よって[中略]彼らのもっとも貴重な宝としてはこ

ばれてきたのだ、と信じることができた、しかし

Iパレエ リュスJの上演ごとに、特別貴賓腐の彼

女の隣に、これまで貴族社会に知られていなかった

ヴェルデユラン夫人が、まるで本物の妖精のように

すわっているのをやがてわれわれが自にするように

なると、ヴェJレデュラン夫人は、デイアギレフの一

行とともにやってきたばかりのひとだ、とうっかり

信じてしまうであろう社交界の人たちに、われわれ

はこう答えることができるだろう一一一この夫人はす

でにさまざまな時期に存在し、さまざまな転身を経

てきたのであって、今度の転身がいままでのとちが

う唯一の点は、この女主人があんなに長いあいだ空

しく待ち望んでいた成功につながる転身の、その最

初だということであり、今や保証きれた成功に向

かつてますます速度をあげながら進むだけである、

と。応'J

バレエ・リュスが実質的に誕生したのは周知のごとく

1909年、パリでのことである。重要な役割を果たした

のがミシ7・セ-Jレだったのは言わずもがなであり、

ジョージ 'D・ベインターを始めとして、彼女がユーJレ

ベルティエ7大公夫人のモデルであると見なしてきた闘。

また、ゲルマント公爵夫人の主要なモデルの一人とされ

るグレフュール伯爵夫人もパレエ・ワュスのメセナとし

て活躍したのである冊。ここでパレエ・リュλの初期の

活動について必要な点に絞り簡潔にまとめたい。

パレエ・リュスの舞台総監督だったセルゲイ・グリゴ

リエ7が著した『デイアギレ7・バレエ年代記 19ω-

192則闘では、バレエ・リユス結成の経緯が詳しく語

られている。 l鈎8年の春にパリのオペラ座でムソグJレ

スキ}のオペラ『ポリス・ゴドゥノ7Jの公演を成功さ

せたデイアギレ7は、望聖19ω年にもパリでロシア・オ

ペラの公演を行おうと企てる。だが、パレェ・ 1)ユスの

美術を担当することになるアレクサンドル・プノワの提

案によってパレエの演目も加えることになる。スポン

サ}は皇帝の叔父で芸術アカデミ}総裁のウラジミ}ル

大公だった。大公のおかげでロシアの財務省キマリイン

スキー劇場などによる後援も決まった。ところが大公が

急死し、宮廷にも大きな影響力を持つ大公の後ろ盾を

失ったデイアギレ7を援助しようとする者がいなくな

り、デイアギレフはパリに後援者を求めることになった

のである。そしてミシ7・セールキグレフューJレ伯爵夫

人が委員会を組織し、ディアギレフを援助することに

なった。こうして 19ω年5月18日にパワのシャトレ座

で初日を迎えたのだった。当時の振付飾はマリインス

キー劇場の若き天才ミハエル・ブオーキンである。演目

はプノワが台本を害きニジンスキーが出演した『アル

ミードの館』、ポロデインのパレエ付きオペラ『イ」ゴ

リ公Jの一幕、口シア音楽のアンソロジーである『饗

宴』だった。初日は大成功をおさめメディアでも大評

判。その後の公演では『レ・シJレフィード』や『クレオ

パトラJ闘が演じられている。この成功によりパレエ・

リュスは、パリで最も脚光を浴びる劇団になり、外務省

やロスチャイJレド男爵からも招待され、一度は断念せざ

るをえなかったオペラ座での公演も6月中に実現したの

である(翌翌年にはベルリンとプリュッセルでの公演も成

功させている)。これがパレエ・リュスの実質上の誕生

である。

見トラヴインスキーのデビューについてもグリゴリエ

フは詳述している。ロシアの昔話を主題にしたパレエを

制作したいと考えていたフオ」キンが「火の鳥」の物語

をもとに台本を書き、若きストラヴィンスキーに作曲を

依頼したのである。 19ω年の秋のことだった。こうし

てストラヴインスキー作曲『火の烏』が完成し、マリイ

ンスキー劇場のダンサーたちとの稽古が始まった。

7ォーキンはまず、中程の、見トラヴィンスキーが「悪

魔の騒ぎ」と呼んでいた筒所から『火の鳥』の積古を開

始した。グリゴリエ7によると「最初の数小節を聞いた

だけで蹄り手たちは慌てた。メロデイ}がないし、マリ

インスキ」・パレエ団で踊っていた音楽とはまったく違

う。音楽とはいえないという踊り手もいた。」つまり、

コタ」ル夫妻の独創的な音楽に対する反応と同じであ

る。パリでの公演を控えデイアギレ7はストラヴインス

キ}を大々的に宣伝したようである。こうして翌年6月

25日に『火の烏』がパ1)で披露されたのだが、混乱の

うちに初日を迎えたという。オーケストヲもこの「音楽

とはいえない」音楽に手こずった。だが初日は大成功に

終わり、一晩でストラヴィンスキ}は名を成したのであ
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る。翌 1911年6月には『ベトロ}シュヵ』がパリで初

演された。これは「ロシアの民族舞踊曲を交えたロシ

7・ヵーニヴアJレ(ロシア正教の四巡節の前のお祭り騒

ぎ)の音楽」である。美術はプノワが担当した。これも

大成功。ただし、 1913年にウィーンで上演した際には

スキャンダルになり、二回の公演で打ち切らざるを得な

かったのだが、グリゴリエ7によれば、それは次のよう

な事情からである。「ウイ}ンではむしろ不愉快な経験

をした。デイアギレ7は、今ならここで『ベトローシュ

ヵ』を上演しでも大丈夫だろうと考えていた。ウイ]ン

はなんといっても音楽的に進歩的だと思われたからだ。

しかし最初のオ}ケストラ・リハ}サJレで、奏者たちは

ストラヴインスキーが同席しているにもかかわらず、こ

の音楽は「ダーティーJ(この単語のもつあらゆる意味

を含んだ表現だ)と発言し、演奏するつもりはないと宣

言した。ウィーンの歌劇場の神聖な建物の中で、こんな

音楽に演奏の機会を与えてはならないというのだ IJ

こうして 1913年の『春の祭典Jに至った。これは

I火の鳥1の「悪魔の騒ぎ」と同様に、「リズミカJレに動

く集団だけを次々に見せるJことを目的にしたパレエ
で、ソロの踊りもたった一つ、グリゴワエ7には曲自体

が踊りに向いていないと息われたようだ。初演は5月

29目。完成したばかりのシャン=ゼリゼ劇場。ニジン

兄キーが樹すけたのだが、彼を始めとするよえター級ダン

サ}は誰一人出演しない。デイアギレ7は公演の前から

音楽に対する観客の反応を不安視していたが、案の定、

幕が上がって数分後には観客席から怒号が鳴り響いたた

め、真面目な聴衆が怒りだし喧嘩騒ぎ。あらかじめデイ

アギレ7から指示されていたおかげでオーケストラが演

奏を中止することはなかったが、ダンサーの耳に音楽は

届かず、舞台の袖で声をからすニジンスキーの指示に

従って蹄り続けた。しかも観客のあいだでは殴り合いが

始まり幕開には警察が介入したという。

ここで注目すべきは、この怒号l土、前年にドピュッ

シーの音楽に基づく『牧神の午後』で、自慰を思わせる

蹄りを披露しスキャンダルを巻き起こしたニジンスキ}

の振付けが原因ではなく、ストラヴィンスキ」の音楽に

向けられていたことだ。グリゴリエ7は次のように述べ

ている。「われわれは『春の祭典』がこのような敵意に

満ちた反応をぶつけられ、音楽がどう受け止められたに

せよ、振付けがそれ以上の注目を得られなかったことに

ある意味驚いた。」

ニジンスキ}版の『春の祭典』は、ニジンスキ}が遺

t曲 l加問問問醐大時間開

した振付けの譜面が20世紀の終わりになって解読され

たため最近は再演されることもあるが、 21世紀になっ

てもなお、驚嘆すべきパレエであるのはまちがいない。

それはクラシック・パレエの「紋切り型」から遠く離れ

た振付けによるのではないか、とただの観衆に過ぎない

筆者には感じられる。ニコヲイ・レーリッヒによる

フォ}クロアな衣装や化粧も独創的である。ストラヴイ

ンスキ」の音楽に、 21世紀の私たちの耳は慣れてし

まったのだろうか? 振付けほどには音楽から衝撃を受

けない。だが、 1913年のパリでは、振付け以前に音楽

が新奇すぎたのである。このように、ストラヴインス

キーがバレエ・リユスのために作曲した三つの曲は『春

の祭典Jを頂点として、どれもが「音楽とはいえない」

という反応を引き起こしうるものだったのである。

パレエ・リユスで『青い神J(1912年、作曲はレーナ

Jレド・ア}ンが担当した初'))と『パラードJ(1907年)、

および I青列車J(1925年)を制作し、ストラヴィンス

キーとも親しかったコクトーはどのように考えていたの

だろうかつ I雄鶏とアルルカン』を参照してみよう。

まずは「ベトローシュヵ』の非公開の稽古について。稽

古に立ち会ったディレッタントたちは、この音楽の「ロ

シアの民衆の魂問Jを理解することはできなかった。だ
が、幾人かの専門家地e評価したのをきっかけに一般に認

められ始めたという。コタール夫妻が観客のなかにいた

ら、と想像すればよい。「春の祭典』はというと、やは

り初演が巻き起こした騒動を想起しながら、着飾った社

交人と中産階級の耽美家という二つに分類できる観衆

の、理由を異にする無理解とスノピスムを描きだす由。

また、コクトーは自問する。「この作品の塊のなかから、

音楽家ストラヴィンスキー、画家レーワッピ、振付け師

ニジンスキーなどの、合作者の各々に負うている部分を

探しだしたら、面白いことであろう。おlJ

コクトーは、ニジンスキーの振付けは特にその動的部

分に関しては「もっとも驚天動地のスベクタル」だが、

ときおりやや単純に過ぎるかそうでなければ支離滅裂

で、それが目を疲れさせ、滑稽さをもたらしていると考

えている。それに比べると、音楽のポリフォニ}、何度

も繰り返される同じ和音は耳を疲弊させないという 74)。

また、ストラヴィンスキ}の音楽はドピユツシーが代表

する印象派の音楽が隆盛を極めるパワに突如あらわれた

「フォヴィスムの音楽」だという。それはゴーギャンや

マテイスの絵画に繋がる、大地をその深部から播らすよ

うな「有史前の農耕詩」なのである。そして、これは



「必要不可欠なダイナマイト」をもたらしたと結論づけ

る。ストラヴインスキ」は大胆さに溢れ『春の祭典』は

「ありのままで傑作だったし、今でもそうなのである。拙」

『春の祭典』初演終了後、ブルーストはコクトーとと

もにミシア・セールに招かれてストラヴィンスキーや

デイアギレ7と夜食を共にした 76)。つまり、『雄鶏とア

JレJレカン』に捕かれる初演直後の熱狂をコクトーと共有

していたと思われ、見トラヴィンスキ}への評価はある

程度までコクトーと同様だったと考えられる問。プJレー

ストは二度にわたって、ヴェJレデュラン夫人が音楽への

真の愛情からパレエ・リュスの出現という芸術における

「草命制」の擁護者となり、また、真の傑作を理解しう

る人物であることを強調するのである。時間とともに

ヴェルデュラン夫人の音楽的感性も大胞に磨かれていっ

たかのようである。 7ランスでは評価が遅れたワーグ

ナーや、ヴアントゥイユという死後になってから評価さ

れた作曲家(この意味でのモデルはフランクである)の

音楽から始まり、前衛的とされていたドビュッシーを通

過し、最終的にはストラヴィンスキ]というスキャンダ

ルを巻き起こす音楽を擁護することになるのである(こ

れらの音楽家の共通点は「大胆な和音Jの使用だろう)。
意外なことに、これは社交的野心と結びついた兄ノピス

ムのためではなく、音楽への愛からなのだ。

戦中のヴヱルデュラン夫人とパレヱ・リュス?一一一ドレ

フュス派の牙城からナショナリストの女主へ

ヴェJレデュラン夫人は大戦の勃発とともにナショナリ

ストの牙城を築きパリの女王として君臨するようにな

る。話者は述べている。 i[前略]彼女は、ボンタン夫人

とともに、ディレクトワーJレ時代を思わせるこの戦時下

のパリの、女王の一人だった。閣」

ところで、上で引用したテキ兄トにあるように、ヴェ

Jレデュヲン夫人はドレ7ユ兄派だった。夫人のサ口ンに

は架空の作家ベルゴットのみならず、ジョゼ7・レ}

ナックキアナト-)レ・フランス関)，が集ったことになっ

ている。 Fレ7ュス派だった社交界の夫人は少なからず

存在した。ストロ]ス夫人はもちろん、グレ7ユ-)レ伯

爵夫人もドレ7ユスを擁護し、多くのブルースト研究者

によって、この点ではゲJレマント大公夫人のモデルであ

ると考えられている 800 だから、社交界の夫人がドレ

フュス派だからといって驚くことはないのだが、同じ夫

人が好戦的な対独強硬派のナショナリ A トとなると不意

をつかれる。なぜなら、ドレフユス派とは事件の性質に

鑑みれば、反軍部反保守反ナショナリストなのでは

ないかと思い込んでしまうからである。

これはヴェルデュラン夫人に限ったことではない。か

つてFレ7ユス派だったボンタン氏は、つづいて三年期j

兵役法の推進者になり、大戦が勃発すると徹底抗戦派に

なる。つまり、保守派から見れば、ドレフュス事件の時

代には反愛国者、それ以降は愛国者、ということになる問。

ジラ-}レは、ヴェJレデユラン夫人の指m主義は、彼女
の言動を動機づける模倣すべき「欲望」が「愛」ではな

く「憎しみ」に基づくからであるとする。「内的媒介」

はドイ?であり、ドイツを憎んでいるのだが、これは他

の多くの登場人物も同じである。たとえばプリショ。彼

は戦前は軍国主義者だったため、プランスの軍国主義は

不十分であると非難していたのだが、大戦が始まるとド

イツの軍関主義を批判して平和主義者になり、スイスの

作家が執筆した反戦文学を賞賛する。だが、話者によれ

ば、フランスがドイツに対する攻撃を緩めることになれ

ば、プリショのような人物はすぐにも方向転換し平和主

義者たちを批判するだろう師。つまり理念においては滑

稽なほど矛盾している。だが、このような軍国主義から

反軍国主義への転向は、「愛国主義」を口実にしている

という意味では一貫している(といっても、「愛国主義」

という諾古対土交人について使用される場合にはむしろ排

外主義を意味している)。

「その方向転換は、実際には、以前の非常に高貴な

愛国的情熱のべつの商にすぎず、その愛国的情熱

が、本来反軍国主義的傾向にあったドレフユス主義

とたたかっていたときに見せていた軍国主義の面か

ら、ほとんど反軍国主義ともいうべきいまの傾向に

変わらざるをえなかったのは、現にその情熱がたた

かっているのは趨軍国主義のゲルマン帝国にたいし

てであるからだった[後略]。制」

たしかに、フランスのナショナリストたちはドイツの

「欲望J(軍国主義)を「憎しみ」から「模倣」している

のだ。

これは、ヴェJレデュラン夫人にとっては政治上の理念

すら社交の道具でしかないことをもまた示しているだろ

う。ドレブユス派であることは社交界での上昇を妨げた

が、それでも多くの作家を引きつけることによって「小

さなグループ」の成長を助けることにはなったのだから。

第一次世界大戦中のフランスでは、ワ}グナ}を始め
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とするドイツ音楽が疎んじられたのは周知である。『見

出された時』でも、軍人であるサン=}レ」があえてワ}

グナーの音楽の話をしながら軽口をupく場面がある制。

これは音楽以外の分野でも同様だった醐。筆者は過去

に、「パレエ・リュスに反動している」夫に忠実なアン

ドレが、ポリニャック侯爵がパレエ・リュスの美術担当

者として有名なパクストに邸の装飾を依頼したことを非

難する一方で、ヴェJレデュラン夫人がモダン・スタイル

とミュンヘン分離派を混同しつつ(I )モダン・スタイ

ルを批判するテキストについて分析した制。本論でもこ

の箇所にもう一度注目したいが、それはパレエ・リュス

との関連からである。

アンドレはヴエJレデュラン夫人の甥であるオクターヴ

と結婚しているが、オクターヴは、いくつかの類似から

コクトーがモデルの一人であると見なされている。とり

わけ『消え去ったアJレベルチーヌ』において、舞台装置

と衣装で「パレエ・リュスに匹敵する革命を現代芸術に

もたらした」とされているのは、コクトーがパレエ・

リユスで上演した Iパラ]ドj(1917年、作曲エリッ

ク・サティ、美術ピカソ)が念頭にあるのではないかと

考えるブルースト研究者が多いだろう。だが、オクター

ヴは「パレエ・リュ兄に反動している」のである。だか

らアンドレは、パクストによる室内装飾を嫌悪し、デュ

ピュッフというアカデミツクな画家の装飾を好むと断言

するのだ。だが、これはやや不可思議な印象を与える。

「パレエ リュスに匹敵する革命」を成し遂げたオク

ターヴが、今や「パレエ・リユスに反動している」とは

いかなることか学

先述したように、コクトーは 1912年にパレエ・リュ

スで『青い神』を上演している。作曲はアーン、振付け

は7ォーキン、美術・衣装はパクスト、出演はニジンス

キーだった。これはヒンズー教の伝説に基づく物語で、

アーンの音楽も東洋的でエキゾチックだったが里専行的に

は失敗に終わっている制。ところが、大戦中の 1917年

に初演された『パラード』は、振付けこそロシア人のレ

オニード・マシ}ンだったが、ピカソによる美術と衣

装、エリック・サティによる音楽で、エキゾチスムとは

無縁である。これはフランスの祝日、フランスの子供時

代を再現しているのだから(これはやはり戦時中だから

だろう)。ということは、『パラー ~'J は『青い神J の東

洋趣味に「反動」しているのだ。つまり、アンドレと

ヴェJレデュラン夫人の会話は室内装飾の分野にとどまら

ず、音楽を含めた舞台芸術に関連しているのである。ロ

~加問問問醐大時間開

シアは7ランスと同盟関係にあったが1917年の十月革

命以降は社会主義国家になり戦争から離脱、しかも、ブ

ランスも反共軍をロシアに送ることになるのだから、戦

中の混乱のなかでロシア的な芸術が敬遠されることが

あってもおかしくないのではないか? ヴェルデA ラン

夫人もフランスを中心に流行したアール・ヌーヴォーを

ミュンヘン分離派と混同するのだから。そもそもアー

ル・ヌ}ヴオ}を意味する「モダン・スタイル」という

誇自体が、ウィリアム・モリスらによるアーツ・アン

ド・クラフツ運動とア-)レ・.J(-ヴオ]との混同、およ

び英国趣味の流行への苛立ちからブランスで誕生した語

なのだから刷。排外主義とはこのようなものなのであ

る。芸術への真剣な愛には、ヴェルデユラン夫人を封m
主義から救うことはできないのである。憎しみは愛より

強いのだ。少なくともヴェルデュラン夫人にあっては。

ドレフユス派だったのは、「内的媒介(ゲJレマント公爵

夫人を中心にする社交界)Jへの「憎しみ(つまり保守

派への憎悪)Jからだったのだろう。大戦中に社交界の

女王となったヴェルデュラン夫人にとっての「内的媒

介Jはもはや社交界に君臨するゲルマント公爵夫人では

ない。それはFイツだ。

ゲルマントの名に吸収される

大戦が終了する頃には、ヴェルデュラン夫人は破産し

たうえ寡婦となったゲルマント大公と再々婚し、ゲJレマ
マチネ

ント大公夫人となる。話者は夫人が催す午後のパ}テイ}

に赴く。パーティーでは女優ラシェルによる詩の朗読会

が予定されているが、それに先立って、夫人は招待客に

音楽を聴かせる。かつての「小さなグループJでのよう
に。話者が言及するのはベートーベンの Iクロイツ A

Jレ・ソナタ』と、題名は不明だがラヴェルの難解な作品

である。若い招待客がプログラムを誤解して、『クロイ

ツェJレ・ソナタ』をラヴェJレの作品だとJ層、いこみ、熱心

に耳を傾ける則。ベ}トーベンとラヴエJレを混同してい

るのだ! ナティエはアンリ ポネが編集した fMi弛"nee

chez la princesse de Guer問時s(ゲJレマント大公夫人

邸のマチネ)91) jを参照し、当初プJレ]ストはこのパ]

ティーの音楽にはワーグナーの『パJレジフアJレJの『聖

金曜日の奇蹟』を当てるつもりだったと指摘する制。そ

れが変更されたのは明白な種明かしを避けるためだとナ

テイエは推測するが、選ばれたのが『クロイツェル・ソ

ナタ』であるのにも理由があるだろう。ブルーストが

ベ}ト}ベンの音楽をワ}グナ}にならんで評価し愛聴



していたのは周知だが、特に心酔していたのはペ}ト]

ベンが聴力を失ってからのポリブォニ」を特徴とする作

品群で刷、後期『弦楽四重奏曲jがその代表である。

すると、むしろ中期の作品である『クロイツェル・ソナ

タ』への評価は、それが傑作であるかどうかに関わら

ず、相対的にいって高くないのではないか? 実際、小

説のなかでこのヴァイオリン・ソナタに言及するのはこ

の箇所のみである。この選択には、先述した青年による

ベートーペンとラヴェルの混同を描くことで、社交人た

ちの知的スノピスムを皮肉る意図があるだろう。それと

ともに、この時期のヴェルデユラン夫人の次のような傾

向とも無縁ではないだろう。つまり、「聡明な人たちを

駆ってシックな習慣から逸脱させる一種のゆがんだ態度

と、老人たちが求める懐古趣味と、自分の新しいエレガ

ンスに過去の奥行きをあたえようと努力して叫」ゲルマ

ント家の一員であるサン~)レ一家とは旧知の仲であっ

たかのように吹聴するのである。夫人のスノピ兄ムは新

たな段階に入ったのであり(室内装飾においてはかつて

から示していたような)保守的な良き趣味を顕示する必

要があるのだろう。

ヴェJレデユラン夫人のかつての「内的媒介」ゲJレマン

ト公爵夫人は社交界の女王としての地位を失った。ヴェ

Jレデュラン夫人はゲJレマント大公夫人として「憎しみ」

の対象だった公爵夫人に勝利した。話者は亡くなった旧

ゲルマント大公夫人を悼み、ヴェJレデユラン夫人を名と

地所を「纂奪回」した者のように感じる。打ち寄せる波

のように現れては消えていった代々のゲJレマント大公夫

人に思いを馳せる。ただ名のみが残るのだ。ヴェJレデユ

ラン夫人もいつかはゲルマントの名に吸収され忘却され

るだろう。だが、今のところは怪物的メセナとしての痕

跡をとどめている。ラシェルによる朗読にこれ見よがし

に大袈裟に拍手喝采する姿には、メセナとしての古い習

慣が認められるのだ。

「ここだけは彼女は昔のヴェルデュラン夫人をとり

もどしていた、というのは、彼女は自分だけのたの

しみのために詩をききたし B王子に、つまり彼女一

人のために、静を読みにきてもらいたかったのに、

それが偶然五百人の友人が集まることになった、し

かしそれらの人たちには、彼女だけのたのしみに、

こっそりときて同席することをゆるした、といわん

ばかりのようすだったからなのだ。 96)J 

注

『失われた時を求めてjはプレイヤ}ド版 (198下198昔年出

版、略記号はRTP)を使用した。『失われた時を求めて』の

日本語版は井上究一郎訳(筑摩書房)を用い、適宜変更を加

えさせていただいた。書簡集はPlon社のPhilipKolb編集版

(1970-1993年出版、全21巻、略記号はC即りを参照した。

1) RTP， lV， pp船島603ここでは、帝政様式の小さなサロン

で、サン=トゥーヴェルト夫人の甥の息子の嫁(サン=

トゥーヴエルト=ラ=ロシュ7ーコー夫人)が、帝政様式

の赤いドレスを織ってレカミア夫人よろし〈ソファに寝そ

べっている。これは意味襟長である。彼女は揺りかごのよう

な形の帝政様式のソ7アのなかで「時をゆすぶっている」の

である (RTP，lV， pp. 601.6(2)。
2) 2010年。日本における DVDの発売は7ァントムフィルム

による。販売は7ミューズソブト。
3) ガリマ}ルはプル}ストに遅れること十年、 1881年に誕

生L、プルーストと同様にワセ コンドルセに在籍した。プ

Jレーストの友人で脚本家のロベール・ド .7レールの秘書を

務めていた時期もある。父ポ}ルは、当時の資産家の多くが

そうだったように、職業に従事することはなかったロまた、

エル=グレコキヴェラスケスに始まり印象主義の画家に至

る作品のコレクタ」だった。ポ」ルによって 1874年にベネ

ルヴィルに建設されたのがこの邸で、との時代に建てられた

多くのノルマンデイーのヴイラと同様に、ネオ ゴシック様

式である (ASSOULINE，Pie訂 e，c Marce1 et Gaston >>，皿

Magaz出 eli品iraire，1五ors-Serie，le s昭clede Pro脳 tde la 

Belle Ep叫脚al加 2白羽'.PP弘-67)。
4) プル」ストは1剖W年、ベネルヴィルの南に隣接する村プ

ロンヴィルで、ルイザ・ r'モルナンが、愛人で脚本家協会
の代表だったロベ}ル・ガンニャと滞在していた邸において

ガリマ」ルに出会った (Idem.et TADlE， Jean-Yves， Marcel 

Prous止Paris，立ditionsGall出町d，1996， pp. 5路石89et pp 

759-761)。なお、ヴエルヂュラン夫妻がカンプルメール家か

ら借りたノルマンデイ」の邸をパリの大出版者iJ'者訪問するエ

ピソードは、この出会いを念頭においたものだろう (RTP，

IlI. p. 296)。
5) この邸については、上記の映画の他に、次の写真集を参照

した。 MURP宜Y，Rob町t(t阻 te)et TERESTCHENKO， Ivan 

(photograph四.)， Les Paradis secre俗 d'YvesSaint Laurent et 

de Pierre Berge， P町is， EditiほJSAlbin Michel， 20(抽， pp. 150-

19骨ち辛みに、サン・ローランの寝室にはスワンの名が、ベ

ルジヱの寝室にはシャルリュスの名が与えられた。「ヴ工ル

デュラン夫人の寝室」と思われる写真は掲載されてい者い0

6) 前述の映画 ry，附品開tLaurent -Pierre Be柄 L:A隅醐Y
fo叫のDVD特典映像よれグランジュは、上記の写真集
L田 P貯 'adissecreおd'Yves品'ZIntLaurent et de Pierre Berge 

のなかでは、ヴェルデユラン夫人の名を冠した寝室には

「回出 bienclinquant (金ぴかのサテン)Jを使用したと述べ

ている (op.cit.， p. 150)。
7) RTP，III， p. 741 

8) Ca也erineBIDOU-ZACHARIASENは社会学者としての立

場から、ヴェJレデュラン夫人(プルジョワの女性)をゲルマ

ント公爵夫人(大貴族の女性)に比較しながら論じた

(Proust sociologue ; de la m叩 onal'lS如crauq脚 ausalon 

bo副官却拭 P軒高岳ditionsDescartes & Cie， 1997)。この著作
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によると、ヴェルヂユラン夫人の社会的上昇に、第三共和制

を背景にしたプルジヨワジ]による貴族階級への勝利が具現

されていることになるロ

百) iヴェルデュランのサロンの同一性 ブルーストの作品に
おける室内装飾の~--~側面 」文化学園大学紀要、第47集、

2016年1月、 pp.9下112.

10) Me問。噌'eromant珂出etverite開明棚田q師， Paris.立出国国

Beロ国r吐Gr法!Set1961邦訳は I欲望の現象学 ロマンティ
ークの虚偽とロマネスクの真実J古田幸男訳、法政大学出版
局、 1971年、新装版、 2010年。なお、語句の訳出は筆者に

よるが、上記邦訳を参考にした。

11) RTP， I， p. 202. 

12) RTP， I， pp. 204ぬ5

13) RTP， [， p. 12∞， la note 2 de la page 204， et BARRIELLE， 

Je皿 Francois，BOISSET， Jean-Francois， CASTIEAU， 

Therese， DION-TENENBAUM， Anne， LOZE， Pierre et 

NOUVEL， Odile， Les Styles J円rancais.Paris白白ditions

Fl匝mnarion，l鈎8，pp， 147-149 

14) MAURIAC DYER， Nathalie， . Nouvel!es“collections" 

Goncourt de Marcel Proust >， in晶(arcelPro師 tet les arお

decorati)官PO説明福島拙aterialite，hist出ire，sous 1a direction 

de Boris GIBHARDT， et Julie RAMOS， Paris， Classique 

G百四er，2013， pp. 53-65. 

15) RTP， VI， pp， 289-.捌

16) i擬『日記JJでは夫妻の極東趣味も観察される。明や清の
陶磁器のコレクションを所有しているからである。これもま

た、ゴンクールの趣味への暗示で晶る。

17) RTP，III， pお5
18) RTP，IIl，白pp.870-871

19) RTP，IIl， p， 731 
20) RTP， III， p. 310ここで話題になっているのは、時代を関
わず有名な彫刻作品の複製を製作した 19世紀のブロンズ細

工師パルプヂイエンヌである。彼の作品は 19世紀のプル

ジヨワのあいだで調度品として好評を博したという (RTP，

Hよp.1519， 1. note 1 de 1. p昭:e310)。
21) i[前略1[カンプルメール夫人の]とってつけたうわベの
教養は、もっぱら、観念論替学と、印象派絵画と、ドピュッ

シ]の音楽とにかぎられているのであっ剖 (RTP，III.pお5)。

22) RTP， III， p， 309また、若きヴェルデユラン氏はエルス
チ-}レの庇護者だっただけではなく、ホイツ旦ラ}に関する

著作を発表するような美術批評家だったこともつけ加えてお

く (RTP，IV; p， 287) 

お)印 cit..pp. 221-258プル}ストにあっては、 imondeJと

いう詩は「社交界」という意味で使用されることが多く、

imond阻(社交人)Jという語も頻出するのだから、ジラー

ルは、それを踏まえてこの語を使用しているのではないだろ

うか下

24)この理論については、『欲望の現象学Jの第一章 iLed加 Y
む祖n血血ire(欲望の三角形)Jで説明書れている (ibid..即

15-<i7)。この「模倣」という法則にのみ注目すれば、Serge

GAUBERTがそのブルーストへの影響を指摘する (Pro制 t

ou le 1'0脚 nde/ad成;rence.L 'ind叩iduet le monde sociaZ 

de << Jean Santeuil )t a << La Recherche >>， Lyon， Presses 

Unive四i脳部deLyon， 1979)社会学者Gabrie1T ARDEが、

1890年にその著書L田 Loisde l'i開 tatzonで提唱した「模倣

の法則」を思わせないこともないが、タルドのj思想とはまっ

たく異なり、ジラールの「欲望の模倣Jは、生け賛を要求す

~加問問問醐大時間開

るような暴力に結びっくことが重要であるロ

25)ジラ]ルは iARTJ と大文字で記している ω&出 onge
ro醐antiqueet veri・'tero隅酬明出:， op， cit.， p. 229)。

25)昂id..pp. 221-222 

27)コンブレ}の irnedievalisation (中世化)Jに闘しては、次の

拙稿を参考にしていただけると幸いであるロ HAUPTMMANN

KA TSUY AMA， Yuko， Proust his初rien-le temps his加riq嗣
dans /a Rech田 che，曲面ede docto悶.tsoutenue a l'Universite 
de Lumiere-Lyon 2田宜沿6

28)且!e問。噌'erom仰向田etverite Tom棚田q岬" op， cit.， p. 227 

29)昂低，p.229

30)昂id.，p. 236 

31) RTP， 1 p. 185. iクレド」とはカトリックにおける使徒信
条を指す語。t.i:お、プランテとル}ピンシユタインは、それ

ぞれ7ランスと口シアの著名なピアニストである (RTP，I， 

p. 1193， la note 2 et 3 de la page 1お)。

32) RTP，よp.185 

33)たとえば外出先のシャトゥーで演奏される予定なのは、ベ

ートーベンの『月光ソナタjである (RTP，I， p. 279 etお2)ロ

34) RTP，よp.203.

35) RTP， l， p. 204 

36) RTP， l， p. 209 

37) RTP，よp.210

38) RTP， I， p. 221 

39) RTP， I， p. 210 

40) RTP，よp.203.

41)このコンサートこそがシャルリュスの追放劇の舞台であ

り、『失われた時を求めて』のなかでも、もっとも劇的な場

岡町 4つであるのに異論はないだろう。

42)オデットは、日頃の感謝を込めてヴェルデユラン夫妻をパ

イロイトに招待したいとスワンに相談する(つまり金銭的援

助を求める)。スワンは断るのだが、見ワンが嫉妬とオデツ

トの普良さを信じたい欲求の晶いだでのたうち回っているの

を尻目に、オヂツトはヴエルヂュラン夫妻らと旅立つたよう

である (RTP，I. pp. 29日 02)。

43) RTP， I， p. 1193， la no胞 ldelap唱e185といっても第二

帝政期には、ボードレールやテオ7イル・ゴーチエ、その娘

のジュデイツトなど、文学界にはすでにワグネリアンが存在

したe ジユデイツトは、夫カチユルーマンデスと友人ヴィリ

エ・ド リラダンに伴われてFイツに赴き、ワ}グナーに面
会している。 1869年のことである。金沢公子草野「ワ]グナ]
の愛したジユデイツト・ゴーチエ、そして日本J(成城大学
教養論集、第四巻、井上正蔵先生古稀記念号、 1984年、 pp

77-97)に詳しい。

44)オペラ座の踊り子を問う社交人たちによる妨害の経緯につ

いては、金沢公子氏と市川裕史氏に貴重など教示をいただい

た。

45) Publie 30US la direction d'Annick BOUILLAGUET et 

Bri四位 ROGERS，P叩 s，Editio:田 HonoreChampion， 2004， p 

1072 

46)コレットの最初の夫で 1889年以降音楽評論家として活躍

したアン').ゴ}チエ=ヴイラ}ルは、 1890年代における

ワ」グナ」の擁護者の代表であり、毎年、コレットを伴って

パイロイト音楽祭に赴ふ報告記事を執筆している。おもに

『ルヴユ・プランシュj紙上でワ}グナ}を論じていたが、

反ドレ7ュス派だったため、 1898年には『ルヴュ・プラン

シュjと決別した (MAS，Nicole， "Willy， l'a peu pr曲 gr皿d



homme"， in Colette. P町is，Edi包0田 deL'Heme， 2011， pp. 71-
76)。
47) Pro悶 t刑制iaen，op. cit.， p. 47. 

48) RTP， I. pp. 212-213 
49) RTP， III. pお旦
50)?仲間t隅醐icien，op. cit.， pp. 22-26 

51)吉川一義による『七重奏曲』の草稿研究がその代表だろう

(YOSHIKA W A. Kazuyo5hi，‘ Vinteuil ou la genese du 
septuor >>， Etudes prousitennes III. Cahiers Marcel P:開制t，
Par屯立di加国 Gall出町d， 1979. pp. 289-347)ロこの論文では、
シユ]マンやシユ]ベルトの作品との類似も指摘きれてい

る。

52) Op. cit" pp. 4∞-401この項目の執筆者が参照したのは、
Sybil de SOUZAの‘ CesarFranck et Marcel Proust .. (:皿

Bullet醐 MarcelPro師 t，34， 1984， ppあ島民活}である。ナティ

エは『七重奏曲』の描写を詳細に検討し(とりわけ叫び声を

思わせる弦楽器の音)、そのモデルの 4つがペ]ト]ペンの

『弦楽四重奏曲j第 16番であると断言しつつ、次の『七重

奏』を巡るテキ旦トを引用している。「そのうえ、きわめて

聡明な聴衆が、それを見あやまることはまい、というのも、

のちになって人々はヴァントゥイユでは晩年の作品が一番深

いと言明したからである (RTP，III. p. 761) oJこれは、ベー
ト]ベンの後期 s主楽四重奏曲J(第12-16番)への後世
による評価と完全に一致するという (Pro出 t隅ustcum，噌

cit" pp. 132-133)。しかも、これは『イE咲く乙女たちのかげ

に u において、プル]スト自身が言及してもいる
(RTP， 1， p. 522)。つまり、ヴァントゥイユの作品が死後に

なってから再評価される点でも、フランクの『ソナタ』ゃ

『弦楽四重奏曲』のみならず、ベ]ト]ベンの後期『四重奏

曲』にも類似しているのである。

53) RTP，IlI， p. 667 

54) .M血eVerdurin自盟主主part， [...]，也V四世.QUl pr，白血it

aux sole出世.tes血usicales，deesse du wa醇lerismeet de 1a 

mlgr副即["'].. (RTP， III. p. 753) 
55) COCTEAU， Jean， Le Coq et l'arlequin， P訂 15，宜ditions

Stock.， 1a premiere edition， 1918， l'actuelle edition， 2αEこの

テキ旦トの翻訳は、卓越した堀口大事訳([ジャン コク

ト]全集』第4巻、東京創元社、 1980年)を尊重しつつ、

筆者が若干の変更を加えた。

56) Dictionnaire Marcel Pl何回t，op. cit.. p.288.執筆者によると
プル]ストは、 1911年2月には、ドピュッシ]を嫌うレ]

ナルド・アーンにドビュッシーを評価する書簡を送っている

が (Coπ，t.X，p.25的、そのーヶ月後の書簡では播踏が見

られるようになる (Co陀 ，t.X，pp. 25ι257)， r耕鶏とアルル
カンン』の感想をコクトーに書き送った際にはコクトーに共

感を示し、ドピュッシ}の音楽に対して「皿ai田ne白n5la 

pre白血te(愚かなほどの凝り過ぎ)Jという表現を用いてい

るロそうはいっても、 r([荒れた寺にかかる月J以降には、
なんとも愚かなほどの凝り過ぎに陥ってしまったが)偶数の

好まれることが必要企時代もあるが、だからといって、奇数

の好まれる必要のある時代がないわけではない (Corr"t 

XVl江p.268)Jと書いているのだから、大戦以前の時代に

Fピュッシ」の「奇数」の音楽が好まれたことには、理由が
あったと考えていると思われる。

57)といってもすでに印象派の「廃壊」だが (COCTEAU，Jean， 

‘Appendice. Le Sacre du printemts >>. in Le Coq et l' 
arleq師免 op.cit.. pp. 89-90)。

国)PAINTER， George D.， Marcel Proust， 2 vol.， Paris， 

Mercure de F四 E田， 196ιl桜泡Iome1I， p. 307. 

59) Pro醐2剤師ic血n，op， cit.， pp. 93-94. [スワンの恋』におい

ては、月光に浸される波や夜の撮った空気を想起させるイ

メ]ジが重ねられるが (RTP，1. pp. 205-206)、これは文字

通りドピュッシーの『海jである。『花咲く乙女たちのかげ

に IJのなかの、オデツトが話者に『ヴアントゥイユのソ
ナタ』を弾いて聞かせるテキストでは、プル]スト自身が

|印象派J[不協和音の探求JI中国の音階Jといった表現を
使用して、ドビュッシーの音楽を暗示するというロ (RTP，I. 
p.522)。
ω) RTP，III， p. 734なお、|四重奏」とは、ベートーペンのそ

れか、フランクのものを暗示しているのだろう。

61) RTP， III， p. 741 音楽における「ペルゴット流のフラン

ス的金芸術Jとは、サン=サーンスを念頭に置いているの
だろうか? ベルゴツトは、イプセンやトルストイやダヌン

ツィオといった外国文学に批判的で、バレエ・リユスは「ラ

テン人には理解不能な」娯楽にすぎず「野蛮な趣味Jである
と考えている (EsquisseXVIII du Temps聞か0抑止RTP，IX，

pp.785-7筋)。

62)ブルーストはカJレパッチオの『聖ウルスラ伝説lを描写し
ながらこの作品に言及している (RTP，IV， p. 225)ロ7ラマ

リオン版の注釈によると、『ヨゼフ伝説』はホT<ンスタ]

ルとケスラーによる台本、ジョゼマリア セールによる美

術、パクストによる衣装のパレエで、物語の舞台はルネッサ

ンス期のヴェネチアである(辛お、注釈者は衣装もセ]ルが

デザインしたと見をしているようだ)。そのため、ヴェネチ

ア絵画が参事にされた。フォルチょヱニーにおけるテキスタイ

ル・デザインと同様に(ただし、プル]旦トが7オルチュ

ニーに興味を持つようになったのは 1915年か1916年のこと

である入者お、ブルーストがこのバレエを鑑賞したかは明

らかでないが、ジャック・リヴィエ-}レが初演の翌日 1914

年5月15日にブルーストに当てた書簡にはこの演目につい

て、「昨晩のパレエ リュ1の嘆かわしい公演」とある

(Corrη t. XIII， p. 2(3)， 5月28日にはプル]スト自身がオペ
ラ座でバレエ・リュスの公証主を鑑賞しているが、その際の演

目は兄トラヴインスキーの行情劇 f夜鳴き鴛』とコJレサコ7

の『金鶏』だった。といっても、新聞等で詳細な内容や評判

を確認することは十分に可能だった (RTP，IV， pp. 1011-

1012)。

63) rヨゼ7伝説」以外でプル]ストが普及する作品は、ショ
パンの楽曲のストラヴィン凡キーによる編曲『レ・シル

7イ-1-"J、ロシア音楽町アンソロジーからなる『クレオパ
トラ』、ポロデイン作曲の『イ」ゴリ公J(すべて 1909年初
演)、それから、コルサコ7作曲の『シェエラザードj(1910 

年)である。プル}ストは、 7オ}キンによる振付けのみな

らず個性的な美術にも普及しているが、『レ・シル7イ，_t:" j 

のそれはアレクサンドル プノワ、『クレオパトラj と

『シェエラザ-1-"1はレオン パクスト、『イ}ゴワ公Jはニ
コライ・レ」リッヒが担当した。

64) RTP， 111， p. 140これはブルーストによる小説作法の一端

を含む重要なテキストである。

65) RTP， 111， pp. 140-141このテキストは、話者の三度自のパ

ルベック滞在に先立つ場面に挿入されている。

66) PAINTER， George D" Marcel Proust，噌 czt.
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